	「自主･自律･自由」と「自立」


自分の子どもの子育てにあたり、この想いは大事にしてきたつもりです。結果は現在進行形ですが、とにかく全員、波乱万丈、毎日のように冒険をしながら、「自分を生き生きと生きている」ことだけは間違いないと思っています。
子どもたちに言わせると「押し付けがましいところがあった」そうです。(~_~;)が、図らずも、「不思議なタイミングで授かった」我が家の子どもたちはお腹の中からもそれぞれが個性的に成長し、母親からの影響を一番うけつつ、生まれたときの環境（次に父親、兄弟姉妹、祖父母などの影響を受けながら、どんどん自分らしく「成って」きました。｢親｣とはまさに｢立ち木を見守る｣存在。そして、自らの親の想いをも追体験していきます。お父さんお母さん、有難う、ごめんなさい、…｣。歴史を繰り返しながらも、霊格としてちょっとでもスパイラル、成人していたい＝幸せである、そう想い、願っています。
「自主・自律・自由」
・「自らの事は自らで決定する」「自ら決定した事は遵守する」
・二人､三人…社会…と他人との関わりの中にあって、自らも含めて、その集団の中で例え個人的には反対であっても従い、そのように行動を要求されることがおきてくる。

・それは、かなり苦しいことであり、さればこそ、自分に都合が悪くなると突然ルールからはみ出す｢困ったさん｣や突然ルールを変える｢独裁者｣となってしまうことがある。
・「自ら決定する」ことができる事とは、「かけがえのないこの自分」ということに気が付くこと。
・そして、「自由」を感じている状態になる。
・結果として｢自己責任｣を果たし、「自分の人生を全うする」。
自立

「人は男であろうと女であろうと自立はできない。人は人との間に生きるものである。助け合い、頼り合って生きるというのが人間というものであろう。というわけで、わたしは自分とは別の力を持っている異性の力を絶対に必要とする。
そんなわけで、性にまつわる恨みと歓喜は複雑に絡み合っていて別々に論ずることは不可能である。いずれにしても人類のほぼ半数ずつを占める男と女の比は、わたくしたちがどのように絶望しながらも、和解し、協力の道を辿らねばならぬことを意味している。」大庭みな子『家族と性　現代日本文化論2』岩波書店　巻頭エッセー　河合隼雄引用　中日新聞「ともしび」記事より

親の役割、教育とは共育

・子どもが自分で考え、自分の行動に責任を持つ自立した人間になるため、親は重要な役割を担っている。
・それには、互いに信頼し合える関係であることが条件。
・親が子どもを信頼し、子どもが親を信頼し尊敬できる人間関係作りの基盤となる。大人も同じ

・コミュニケーション方法(カウンセリング的､コーチング､霊的)
霊性進化、霊性回復からみた「自由・自主・自律」
・自由というと反社会的束縛を思い浮かべますが、私たちが体験する外界というのは、自分自身の意識の反映です。
・外界が問題なのではなく、自分の心の中が問題なのです。
・ここでいう自由は、自分の外から与えられる自由ではなく、自分の心の中にあるあらゆる観念から自由であること。
・心の中に持っているいろいろな観念に自分で縛られ、特に自分が大切に思う観念であればあるほど、その観念に縛られるもの。
・「年を取っているから」､｢若いから」、｢男であるから｣｢女であるから｣…派生的な観念に自らの思考や行動を支配され、自分の感情さえも素直に受け取れなくなります。

・自由とは、意識のクリーニングにおいて聖域をつくらないということ｡ありとあらゆる観念の見直しを行うとこと。
・仮想世界に属する観念と、霊的世界に属する観念をふるい分ける。たとえば、肉体というのは仮想世界の存在ですから、それに伴う、病気とか死とか老衰といった観念は、すべて仮想世界に属する観念です。
・一方「永遠の生命」というのは霊的世界に属する観念です。
・観念を二つに分けたら、自分の意識の中心を「霊的世界」の方に移し､そこから物質世界のことを見るようにしていきます。私たちは、この世に肉体を持って生きていますから、仮想世界に属する観念を持たないわけにはいかないのですが、このようにしていけば、仮想世界に属する観念を持っていながら、それに縛られなくなります。それが自由ということ。
・自主とは、自ら進んでチャレンジするということ。
・霊的存在というのは、完全な自己責任の存在なので、自ら進んで決定していかない限り何も起こらなくなります。
・物質世界のように、何もしなくても時間の流れがどんどん押し流してくれるというわけにはいきません。
・神にも、神の意識の中である霊的世界にも時間はありません。もし私たちが自分で動かなければ、無限に同じところに止まることもできるのです。
・霊性への帰還の途中では、完全に時間がなくなるわけではありません。そのため自ら進んでチャレンジすることをしていないと､逆に､霊性の方から､潜在意識の中に隠されているものが現実化するという形のチャレンジを受けることになります。何か思いがけない事件や病気や事故に巻き込まれて、大変な思いをします｡それは意識のクリーニングをしなさいという信号なのです｡　(外界は自分の意識の内容を反映する鏡)
・このことを善悪の判断と結び付けない。そのような事故に巻き込まれた人が悪いのだと思わない。そのような考えこそ、クリーニングしなければならない仮想世界の観念なのです。
・自律とは、自分で判断するということ。
哲学､宗教､牧師､聖書であれ､忠告や助言であれ､自分以外のものの判断に無条件に従わないこと｡

もし、この人やこの本に従おうと決めたのなら、決めたのは自分であるということ。
・霊性を回復するために、すべての人が絶対に従わなければならないというような道はありません。西洋の昔の人は「すべての道はローマ＝神に通じる」と言ってきました。
・私たちは「正しい」ということについて、一つの根本的な幻想を持っています。それは「正しい道は一つしかない」という幻想。どれか一つが正しければ、他は間違いだと思うからです。正しい道は一つしかないと思うので、正しい道を知っていると思う人は、すべての人にその道を通らせるのが親切だと考えて、正しい道の押し売りをはじめます。
・霊性への回復のために｢正しい道」を歩む必要はありません。
・自分に最も適した道を歩むことが必要なのです。霊性回復というのは、私たちが潜在意識に持っているさまざまな観念や信念やストレスを解消していく過程です｡潜在意識の中に何があるかは一人一人みんな違いますから、それを解消していく過程もみんな違います。だれ一人同じ道を通る人なく、あなたにとって最も適切な道は、自分の内面の声以外にない。
・自律とは、自分の心の奥の内面の声を信頼すること。
　　　HP「魂のインターネット」参照
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